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当科における鼻腔N：K／Tリンパ腫症例のPCR
法による組織学的検討
（耳鼻咽喉科学）
○高田　大輔、伊藤　博之、鈴木　　衛
（八王子・耳鼻咽喉科）
　吉田　知之
　これまでNK細胞性リンパ腫とT細胞性リンパ腫
を判別するものはCD56やTCR再構築の有無である
とされてきたが、過去にT細胞性リンパ腫と診断され
たものの中にはこれらの検査を行っていないものも
多く、T細胞性と診断されたものがNK細胞性であっ
た可能性も考えられている。今回我々は当科にて鼻腔
NK／T細胞リンパ腫と診断されたものおよび、過去に
T細胞リンパ腫と診断された症例の組織標本に対し
て改めて免疫染色およびTCR再構築検査を行い、そ
の組織学および分子生物学的特徴について比較検討
を行った。対象・方法：1990～2003年にかけて当科に
て鼻腔NK／T細胞リンパ腫およびT細胞リンパ腫と
診断された患者19名（NK／T　ll例／T　8例、男性ll
名／女性8名、年齢23～82歳・中間49歳）で、当該症
例についてパラフィン固定標本からの免疫染色およ
びPCR法によるTCR再構築の有無を確認し、組織学
および分子生物学的特徴について検討した。結果：免
疫染色およびTCR再構築検査の結果、　T細胞性と診
断されたリンパ腫について、実際はその多くにNK細
胞性が含まれていたことが示唆された。
PC－39．
肺腺癌の術後再発に関連するArp2とWAVE2
の共発現
（大学院単位取得・内科学第五専攻）
○仙波征太郎
（内科学第五）
　大石　修司、中村　博幸、松岡　　健
（病理診断学）
　岩屋　啓一、松林　　純、芹澤　博美
　向井　　清
【目的】Actin－related　protein2（Arp2）及びWASP
family　Verprolin－homolugus　protein2（WAVE2）は細
胞運動に関与する。肺腺癌におけるこれらの蛋白の発
現様式と術後予後の関連について検討した。
【対象と方法】　1993年から1998年に外科的切除され
たIA期からIV期までの肺腺癌143症例を対象とし
Arp2、　WAVE2の免疫染色を行った。
【結果】Arp2、　WAVE2はともに肺腺癌細胞の胞体内
に発現しており、連続切片における両者の腫瘍内局在
は一致した。Arp2とWAVE2の共発現率は全143症
例中100症例（70％）でIA期は46．8％とやや低く、IB
期以降は76．6％から100％と高かった。各組置型にお
ける共発現率はBronchioloalveolar（BAC）の症例で
18％と低く予後は良かった。他の組織型はPapillary
（Pap）　76％，　Acinar　100％，　Solid　100％，　with　mixed
subtype（Mix）815％でBACと比較して共発現率が高
く予後は悪かった。Mixに含まれるBACとPapを併
せ持つ構造（BAC＋Pap）の症例は共発現率が54％で
共発現率、予後ともにBACとPapの中間であった。
　各条件においてArp2、　WAVE2の共発現群と非共
発現群の術後再発と生存をKaplan－Meier法により分
析しLogrank検定で評価した。全143例において共発
現群は非共発現群より有意に再発が高く（P≦O．OOO　1）
生存が低かった（P＝0．㎜3）。病理病期ではIA期と
IB期からなる77症例において共発現群は有意に再発
が多かった（P＝O．OO15）。組織型ではPapとBAC＋
Papからなる54症例において共発現群は有意に再発
が多かった（P＝0．0299）。
【結論】全143例における再発と生存、病理病期IA
期IB期および組織型PapとBAC＋Papの肺腺癌症
例において腫瘍細胞のArp2とWAVE2の共発現は
癌浸潤に関与し術後再発の危険因子である可能性が
示唆された。
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EBV陽性胃癌の形成メカニズムの検討2
（微生物学）
○小林　　了、角田　修次、江原　友子
　五十嵐美絵、水野　文雄
　日本人における胃癌の約7％はEBウイルス（EBV）
陽性胃癌であり、その癌化においてはEBVの積極的
な関与が示唆されている。我々はin　vitroの実験系か
ら、上皮細胞におけるEBV感染がEBV陰性上皮細胞
とEBV感染B細胞の細胞融合によって成立すること
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